
阿
片
委
員
会
は
中
央
衛
生
会
、
保
健
衛
生
調
査
会
等
と
異
な
り
、

「
医
制
百
年
史
」
の
な
か
で
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
東
京

裁
判
期
の
木
戸
幸
一
日
記
を
桑
る
と
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
阿
片
委
員
会
が
連
合
国
軍
側
で
問
題
し
、

聴
取
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
昭
和
六
年
の
地
方
衛
生
技
術
官
会
議

の
指
示
事
項
に
「
今
般
阿
片
及
麻
薬
類
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査

審
議
す
る
為
、
本
省
内
に
阿
片
委
員
会
を
設
置
」
し
た
と
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
阿
片
委
員
会
の
活
動
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
阿
片
委
員
会
の
設
置
理
由
等
を
知
る
こ
と
は
、
わ
が
国

の
戦
前
の
ア
ヘ
ン
及
び
麻
薬
対
策
へ
の
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
と

考
え
、
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

阿
片
委
員
会
は
内
務
大
臣
（
厚
生
省
発
足
後
は
厚
生
大
臣
）
の
監

督
下
に
属
し
、
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
阿
片
及
び
麻
薬
類
に

関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

阿
片
委
員
会
に
つ
い
て

清
水
勝
嘉

阿
片
委
員
会
官
制
は
昭
和
五
年
十
月
八
日
付
の
「
内
務
省
発
衛
第

百
五
十
六
号
阿
片
委
員
会
官
制
制
定
ノ
件
」
で
内
務
、
外
務
、
拓

務
の
三
大
臣
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
の
に
は
じ
ま

る
。

官
制
制
定
の
理
由
を
次
に
示
す
。
・

阿
片
及
麻
薬
ノ
取
締
ハ
人
道
問
題
ヨ
リ
ス
ル
モ
将
亦
国
際
関
係

上
ヨ
リ
ス
ル
モ
近
時
重
要
性
ヲ
加
へ
来
リ
殊
二
我
国
ノ
如
ク
大
消

費
地
ダ
ル
東
洋
諸
国
就
中
支
那
二
隣
接
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
之

ガ
対
策
二
関
シ
テ
ハ
最
モ
慎
重
ナ
ル
考
慮
ヲ
要
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

従
来
東
洋
二
於
ケ
ル
阿
片
及
麻
薬
ノ
不
正
取
引
一
一
関
シ
テ
ハ
其

ノ
根
源
我
力
国
二
在
ル
カ
ノ
如
キ
宣
伝
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
リ
加
フ
ル

二
近
時
近
東
方
面
二
於
テ
本
邦
産
ナ
ル
ガ
如
キ
表
示
ヲ
為
セ
ル
麻

薬
ノ
不
正
取
引
ノ
摘
発
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
勘
カ
ラ
ズ
我
国
ノ
阿
片
及

麻
薬
ノ
取
締
二
関
ス
ル
方
策
ヲ
批
議
ス
ル
言
辞
漸
ク
多
カ
ラ
ン
ト

ス
而
モ
本
件
二
関
ス
ル
事
端
ハ
将
来
益
複
雑
多
岐
ヲ
加
ヘ
ン
ト
シ

且
関
係
国
際
会
議
モ
相
次
デ
開
催
セ
ラ
レ
ム
ト
ス
ル
情
勢
ニ
在
ル

ヲ
以
テ
妓
二
阿
片
委
員
会
ヲ
設
置
シ
内
地
本
土
及
内
地
外
地
域
二

於
ケ
ル
阿
片
及
麻
薬
ノ
製
造
輸
移
出
入
ノ
統
制
其
ノ
他
阿
片
麻
薬

関
係
事
項
ヲ
調
査
審
議
セ
シ
メ
以
テ
適
切
ナ
ル
対
策
ヲ
樹
立
ス
ル
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〈
喫
緊
ノ
事
ナ
リ
ト
認
ム
依
テ
阿
片
委
員
会
官
制
案
ヲ
提
出
ス
ル

所
以
ナ
リ

設
置
理
由
の
主
な
も
の
の
一
つ
は
、
わ
が
国
の
国
際
的
信
用
の
低

下
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
隣
諸
国
へ
の
対
応
も
理

由
に
加
え
ら
れ
る
。

閣
議
に
提
出
し
た
文
書
に
は
「
至
急
主
務
省
ノ
希
望
ニ
依
り
四

月
一
日
公
布
ノ
コ
ト
ニ
致
度
」
と
、
付
美
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

阿
片
委
員
会
官
制
は
昭
和
六
年
三
月
二
十
六
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
三
月
三
十
一
日
に
勅
令
第
三
十
八
号
と
し
て
裁
可
さ
れ
た
。
公

布
は
か
ね
て
の
希
望
ど
お
り
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。

委
員
会
官
制
は
全
六
条
、
会
長
に
は
内
務
大
臣
が
あ
た
り
、
各
委

員
の
顔
ぶ
れ
は
内
務
、
外
務
、
拓
務
、
大
蔵
、
逓
信
、
司
法
、
朝
鮮

総
督
府
、
台
湾
総
督
府
及
び
関
東
庁
に
わ
た
っ
て
い
た
。

阿
片
委
員
会
に
要
す
る
予
算
額
は
弐
万
円
で
あ
っ
た
。

〃
昭
和
十
五
年
十
月
十
九
日
の
閣
議
で
、
物
価
対
策
審
議
会
な
ど
百

七
十
五
の
委
員
会
・
調
査
会
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
厚
生
大
臣
は
次
の

厚
生
省
発
書
第
九
号

昭
和
十
五
年
十
月
委
員
会
等
整
理
二
関
ス
ル
閣
議
決
定
一
一
基
キ
阿

厚
生
大
臣
は
次
の
請
議
を
行
っ
た
。

片
委
員
会
外
四
委
員
会
ヲ
廃
止
致
度
右
閣
議
ヲ
請
ブ

昭
和
十
六
年
三
月
二
十
日

厚
生
大
臣
金
光
庸
夫

内
閣
総
理
大
臣
公
爵
近
衛
文
磨
殿

勅
令
第
三
百
十
一
号
を
も
っ
て
各
委
員
会
官
制
の
廃
止
が
決
定
、

四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

阿
片
委
員
会
は
約
十
年
間
存
在
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
を
公
衆
衛

生
史
の
分
野
で
ふ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
実
態
が
充
分
に

理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

今
回
、
阿
片
委
員
会
の
設
置
理
由
を
知
り
、
そ
の
理
由
が
当
時
の

複
雑
な
ア
ジ
ア
情
勢
と
、
国
際
連
盟
を
は
じ
め
諸
外
国
の
わ
が
国
へ

の
ア
ヘ
ン
及
び
麻
薬
対
策
へ
の
批
難
を
か
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
阿
片
委
員
会
の
実
際
の
活
動
を
知
る
努
力
を
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
・
公
衆
衛
生
学
）
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